
システム基盤技術検討会 H28年度中間報告

総合戦略2017に新たに記載する事項
及び、引き続き国として取り組むべき重要な事項

• 各システムの高度化に資するデータベースを着実に整備するため、当該データを管理
している機関、整備を推進するリーダー等の体制を明確にして推進する。

• 各所に存在するデータが論理的に一つに見え、データ利活用しやすい仕組みを構築
する。

• 人工知能の司令塔である人工知能技術戦略会議が策定した産業化ロードマップに従
い、研究開発及び利活用を推進する。

上記についての現状と現時点での課題

• 特にAI等の国として重要な基盤技術の研究開発を促進するにはAIを活用するためのデータや
データベースの整備が不可欠であり、政府一体となり関係各所が連動し効率よくデータベースを
整備し、データを利活用できる環境を早急に整備すべき。

• 国、自治体、大学、国研等が保有するデータは有用であるが点在している状況。ビッグデータとし
て処理可能なデータベースとし、利用者がデータを利活用しやすい仕組みを早急に構築すべき。

• 他国が圧倒的な研究開発費を投資していることに鑑みれば、我が国のAI関連技術水準向上には
従来とは桁違いの政府研究開発予算が必要であり、これを呼び水として民間投資を誘発すべき。
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① 基盤技術となる、AI、ビックデータ解析技術、サイバーセキュリティ技術等の強化

② 各システムの高度化に資するデータベース構築と、複数システム間で利活用が期待さ
れるデータベースの在り方の検討

③ 将来のシステム連携に備えた通信インターフェース、データフォーマットの検討

今年度のシステム基盤技術検討会の検討項目

A) Society 5.0プラットフォームの実現の鍵となるＡＩ等の基盤技術強化の方策に
ついて検討する。

B) コアシステムの高度化及びシステム間の連携協調を促進するためのデータベース構
築の方策を検討する。

C) 既存のシステムも活用してシステム間の連携協調を推進する際に、効率的に確実
に進めるための考え方や作業手順など関係者で共有できるリファレンスモデル
（案）を検討する。その検討を推進するために、各データベースの通信I/F、デー
タフォーマット等、システムアーキテクチャにおける課題を整理しシステムが繋がる仕
組みを具体的に検討する（SIP連携を含む）。

2

実務者による会合にて詳細検討

第６回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . ９ . ２ ６ ）
資 料 ２ を 基 に 構 成
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システム基盤技術検討会 実務者会合の設置

 今年度よりシステム基盤技術検討会の下に産業界の構成員を中心とした実務者
会合を設置し（主査 田中副座長）、データベースの在り方やリファレンスモ
デルに関し具体的に議論。

 システム基盤技術検討会では実務者会合での議論を受けて更に議論を深めて検
討課題を推進。

検討内容 2016
9月 10月 11月 12月

2017
1月 2月 3月

システム
基盤技術
検討会

A) AI等の基盤技術強化の方策に
ついて

B) コアシステムの高度を促進するた
めのデータベース構築

C) リファレンスモデル、システムが繋が
る仕組みの検討

実務者
会合

B) コアシステムの高度を促進するた
めのデータベース構築

C) リファレンスモデル、システムが繋が
る仕組みの検討
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システム構成 検討のポイント（全体像）

 実務者会合検討の結果、現時点では、何れのユースケースにおいても、論理的
なデータベース（DB）を集約した情報センタ（仮）と主に下図の3つの事業パ
ターンが想定される。

論理的なDB

情報センタ（仮）

論理的なDBの
設計図（メタ
データ）

DB

データ提供して
さらにデータを拡充

DB

DB

データ提供のみ

DB

データ利用のみ

ネットワーク
（キャリア網、
インターネット、
専用網等）

DB

DB

DB

DB

パターンA
自社事業の拡充

パターンB
データ売買事業

パターンC
新規事業開拓

各種センサ

センシング対象

DB
DB

第７回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . １ ）
資 料 ２ － １ を 基 に 構 成
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システム構成案（地理系DBの官民活用事例）

3次元地図共通プラットフォーム

システム基盤技術検討会
Ｈ 2 8 . 1 2 . ２ ０
資 料 １ － ３ よ り 抜 粋
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システム構成案（ヒト・モノ・車位置情報）

官民協力のもと協調領域DBやAPIを整備、渋滞の予測・解消に向けた民間サービス事業を促進

ヒト・モノ・車の位置情報基盤

情報センタ

キャリア
携帯網

キャリア
有線網

三次元
地図
基盤

事業者、省庁
（供給側）

ヒト･モノ･車の
位置情報DB

協調領域DB
(メタデータDB)

協調領域DB
(本体DB)

・各DBを連携利用して生成
・本体DB保持方法は要検討（例：メタデータのみとする等）

インターネット

ｾﾝｼﾝｸﾞ
対象

鉄道 タクシー、
レンタカー

バス人 道路車 無人車 トラック

ADAS,
ECUカーナビ 改札機、

車輛ｾﾝｻ 車載機 車載機 車載機スマホ 感知器
カメラ等

准動的情報
（分単位以上
の粒度で変化
する渋滞、
事故、狭域
気象等）等

准静的情報

( )

准静的情報
（交通規制、
道路工事、
広域気象等）
静的情報
(路面、車線等)等

検索サービサ、ナビ会社 バス、タクシー会社

事業者
（需要側）

センサ

インターネット

・・・
渋滞・混雑予測を
用いたサービス等
の提供

インターネット

鉄道会社

混雑度、・・・

運行状況、
輸送量、
混雑度、・・・

鉄道DB

バス会社

混雑度、・・・

運行状況、
輸送量、
混雑度、・・・

バスDB

レンタカー、
タクシー会社

混雑度、・・・

配車状況、
乗車数、
混雑度、・・・

車両DB

物流会社

混雑度、・・・

輸送状況、
輸送量、
混雑度、・・・

物流DB

キャリア、
アプリ事業者

混雑状況、
移動状況、
・・・

人流DB

警察庁等

人流情報・・・

道路情報、
渋滞情報、
人流情報・・・

道路DB

自動車会社等

各経路交通量、
渋滞情報、・・・

道路DB

官民連携で構築・整備
する協調領域

・共用するメタデータDB
・DBを送受する共通API

他システム
との連携例

民間の競争領域
・DBを活用した各種
サービス提供

データ提供形態例
民間データ：有償販売
公共データ：無償提供

協調領域DB
独自DB 渋滞・混雑予測を

用いたサービス等
の提供協調領域DB

独自DB

鉄道会社
渋滞・混雑予測を
用いたサービス等
の提供協調領域DB

独自DB

第７回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . １ ）
資 料 ２ － １ を 基 に 構 成
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Ｃｖ

公共DB

(3 )

ダイナミックマップ
協調領域
(3次元地図)

静的情報

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス3次元地図

共通基盤データ

公
共
情
報

民
間
情
報

ダイナミックマップ
協調領域

個社独自
競争領域

フィールド農機自動運転センター

農機自動運転サービス

産業用共通DB

病害虫・疫病
基盤データ

地球環境情報
基盤データ

認証・規格
基盤データ

嗜好・流行（例：POS情報）
購入者情報

販売者情報

品質・歩留り
病害虫発生、農薬使用

生産者情報

ブランド・規格、安全性情報
トレーサビリティ

消費者

認証・規格情報
ワンストップ
認証・規格情報

地球温暖化解析マップ
病害虫・疫病の分布・伝播解析
各種の多様性分布マッピング
地域間ブランド競争 等

学術利用/地域活性化用途

病害虫・疫病
画像解析データ

栽培基本環境
データ

JAS, GAP
HACCP
プロセス情報
地域認証 等

病害虫分布・
伝播情報
罹患画像 等

温度・湿度
日照・降雨
気候・天候等

オープンデータ
研究領域

自動運転農機

基本栽培レシピ

制御関連情報
個社独自
制御関連情報

個社独自
画像診断

栽培支援センター
（人材育成機能保有）

施設園芸
栽培支援サービス

公的認証・
規格情報

個社独自
認証・規格

認証取得支援
サービス

売買マッチング
規格マッチング 等

施設栽培
生産法人

栽培指導者
（農業法人等）

圃場形状
道路情報
構造物情報
地物情報 等

エネルギー需給
最適生産制御 等

事業競争領域

システム構成案（地球環境情報・農業）第７回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . １ ）
資 料 ２ － １ を 基 に 構 成



システム構成案（映像情報）

個人情報を
含まない映像
衛星画像

所有者情報のない
物体、建物等

業界ごとの個人情報ポリシーと監査(利用方法）

センシング対象
事業者
自治体
商店街

街
（カメラ）

スタジアム
（カメラ）

移動体
（車載、ﾄﾞﾛｰﾝ）

店舗
（カメラ）

工場
（ﾗｲﾝ）

個人
（スマホ）

駅
（カメラ）

サービス事業者
および
データ受領者

提供価値、サービス

AI,ビッグデータ解析技術、サイバーセキュリティ等

事業者E事業者E事業者

スマートフード防災、被災対応

事業者E事業者E事業者

おもてなし

事業者E事業者E事業者

安心・安全

事業者E事業者E事業者

マーケティング

事業者E事業者E事業者
…

メタ情報
人流、混雑度
属性等

映像情報
データベース

個人情報消去映像
アバター化、CG化
背景抽出等

事業者施設 公共施設 屋外

個人情報を
含む映像
人物、顔等

システム間連携

変換（匿名化）

各施設、各事業者内で
個人情報の含有に合わせて
処理、共有方法を変更

個人情報？

業界ごとの個人情報ポリシーと監査（匿名、加工情報の認定）

• Optinデータのみ
• 被災時などの特例

Yes No

データ提供者
施設内、事業者内
システム

統計処理、等

他情報

特例

特例

８

衛星

第７回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . １ ）
資 料 ２ － １ を 基 に 構 成
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○各システムの高度化に資するデータベースを着実に整備することが、将来のデータ連
携を図る上で重要。

○データベースの着実な整備を推進しつつ、将来のシステム連携を見据えた通信イン
ターフェースやデータフォーマットも事前に検討していくべき。

データ活用を推進すべき分野の検討にむけて

●規制・制度改革の推進と社会的受容の醸成
●知的財産戦略と国際標準化の推進

●能力開発・人材育成の推進

データベースデータベース

新たな
サービス

エネルギー
バリューチェーン

高度道路
交通システム

ものづくり
システム

スマート
生産システム

スマート・フード
チェーンシステム

統合型
材料開発
システム

おもてなし
システム

地域包括
ケアシステム

インフラ
維持管理システム

防災・減災
システム

地球環境データ
プラットフォーム

①基盤技術となる、AI、ビックデータ解析技術、
サイバーセキュリティ技術等の強化

②各システムの高度化に
資するデータベース構築と、

③将来のシステム連携に備えた
通信インターフェース、
データフォーマットの検討

複数システム間で利活用
が期待されるデータベー
ス
の在り方の検討

基盤技術
AI、ビッグデータ処理技術
サイバーセキュリティ等

●「Society 5.0」プラットフォーム構築のイメージ

３次元
地図データエネルギー

需給データ

異業種間
データ流通促進

地球環境
データ

医療データ

ヒト・モノ・車
位置データ

映像データ

衛星観測
データ

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 3 を 基 に 構 成
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推進分野 関連施策
（SIP含む）

関連機関 推進リーダー スケジュール

インフラを中心としたデータ SIP「・・・」 ・・省、・・団体、
・・機構、（企業）、等

（産業界または
学術界の有識者）

防災を中心としたデータ
地図を中心としたデータ

○システムの高度化に向けたデータベース構築状況を各戦略協議会・WGにヒアリング
して、さらにシステム基盤技術検討会で議論した上で「Society 5.0」を実現するプ
ラットフォームとして重要なデータや共有すべきデータについて、関連機関、推進
リーダーを設定して構築体制を明確にする。

●

●

●

●

●

●

＜推進体制の整理のイメージ＞

＜手順フロー＞
実務者会合

システム基盤技術検討会
戦協・WG・SIP
有識者

データベース
調査の依頼案

依頼内容の確認、承認
第７回（12/1）

データ活用を推進すべき分野の検討
第８回（12/27） 特定分野の

関係者、
データの管理者推進すべき分野の推進体制整理

第９回（2/17）

概要ヒアリング

詳細ヒアリング

●

●

●

●

第３回（11/28）

●

●

●

●

データベース構築状況のヒアリングについて 第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 3 を 基 に 構 成



システム エネルギーバ
リューチェーン

ものづくり
システム

高度道路
交通システム

インフラ
維持管理
システム

防災・減災
システム

スマートフード
チェーン

スマート生産
システム

地球環境プ
ラットフォーム

統合型材料
開発システム

地域包括
ケアシステム

おもてなし
システム

システム外への
共有も検討

・気象観測データ
・CO2排出量データ
・先端科学技術のリ
スク評価データベース
・社会的価値データ
ベース
・産業の排熱データ
ベース（熱量、位
置）

・各種生産統計
データ
（鉱工業、自動
車他）
・労働力調査
データ

ダイナミックマップを
構成する各種デー
タ
・民間保有デー
タ（３次元地図
データ）

・施行現場デー
タ
・三次元地図
データ
・公共建築物
三次元データ
・インフラの維持
管理履歴デー
タ
・建築物の三
次元データ

・災害時の被害
状況データ、道路
通行規制データ、
避難所状況デー
タ
・自然災害リスク
に関するデータ
・被害推定のため
の建物データ、人
口データ、地盤
データ
・気象観測データ
・局地的大雨予
測データ
・デジタル３Ｄ地
形データ

・農林水産統計
データ

・空間診断画像
データ
・地域の水管理
データ
・気象観測データ
・３次元地図デー
タ
・（公的機関が
取得した）作物
の育種・品種・栽
培の基礎データ
・栽培等に関する
用語データベース

・気象観測データ
・海洋観測データ
・国土管理データ

・鍛造材力学特
性データ
・鍛造シミュレータ
の鍛造データ
・材料データベー
ス（機械的特性、
クリープ特性、疲
労特性、破壊特
性、水素脆化、
ＣＣＴ図、組織
写真）
・航空機材料の
特性データ（Ｊ
ＡＸＡ）

・翻訳用語彙
コーパス
・ＩｏＴデータ
ベース
・映像データ
ベース

システム内での
利用

・電力スマートメーター
データ
・ガス消費量データ
・灯油消費量データ
・エネルギーキャリア消費
量データ（水素、MCH、
アンモニア等）
・水道消費量データ
・配電柱からの気象デー
タ
・発電機、発電システム
のセンサデータ（発電
量、異常検知）
・再生可能エネルギーシ
ステムのセンサデータ
（発電量、異常検
知）
・次世代自動車（EV, 
PHV, FCV等）の位置
データ
・蓄電池等のSOC管理
データ
・海洋資源関連データ
・自動車用内燃機関実
験データベース

・IoT化により収
集されるサプライ
チェーン全体に渡
るデータ（受発
注、現場の生産
管理データ、品
質管理データ等
を含む）
・顧客の購買情
報データ
・各種設計データ

ダイナミックマップ
を構成する各種
データ
公的機関（都道
府県警察や道路
管理者等）などに
おいて管理、運用
されているデータ一
部民間データも含
まれる見込み）
・信号情報
・渋滞情報
・事故情報
・工事情報
・規制情報
・構造物情報
・車線情報 等

・構造物の劣
化診断記録
データベース
・現場の生産
管理データ、品
質管理データ
・群衆流動関
連データ

・地震津波観測
データ
・検索用津波シナ
リオバンク

・農作物の遺伝
子データ
・栽培特性データ、
品種特性データ
・作物の生産デー
タ
・機能性成分の
身体影響データ
・植物工場の栽
培管理データ

・栽培期間中の
作業データ、圃場
環境データ
・収穫物の収量・
品質データ

・環境測定・観測
データ

・航空機材料の
力学特性データ
（民間保有）

・NDB
・人口動態統計と
厚生労働省所管の
統計情報
・診療録情報、看
護記録
・企業検診情報
・DNA Data
・久山町等ゲノムコ
ホート調査
・長期縦断疫学調
査
・血清バンク
・上水 下水 Map
・医療福祉機関情
報
・老人保健法に基
づく検診情報
・妊産婦検診情報
・乳幼児健診（1
歳6か月、3歳時検
診）情報
・がん登録情報

データベース構築概要ヒアリングの全体俯瞰

三次元地図データ 気象観測データ
国土管理データ
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第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 3 を 基 に 構 成
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リファレンスモデルの検討

 昨年度の検討で、システムを連携することで新たな価値創造が見込まれるユー
スケースを5つ特定した。

 Society 5.0を普及させるためには、ユースケース考案~実用化までの期間を
最短化し、コストを最小化した上で安全に構築する必要がある。

 Industrie 4.0のRAMI4.0は一つの産業分野のなかで連携を主眼に置いている
が、Society 5.0は異なる産業分野のシステムの連携協調により新たな価値を
創造する未来の経済社会であることから、RAMI4.0を参考にしつつも、
Society 5.0リファレンスモデルを改めて構築すべき。

リファレンス・アーキテクチャ例（Industrie 4.0)
出典；Umsetzungsstrategie Industrie
4.0(https://www.bitkom.org/Bitkom/Publikationen/Umsetzungsstrategie-Industrie-40.html)

一つの産業分野に閉じずに、新たな
価値を創造するために、既存システ
ムも含めたシステム間の連携協調を
早く安く安全に実現するための指針
となるリファレンスモデル。

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 ４ を 基 に 構 成

事業層
機能層
情報層
通信層
統合層
物体層



Asset：物体層
Integration：統合層

Business：事業層
Functional：機能層
Information：情報層

Communication：通信層
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11システムの共通事項の抽出に向けて

 RAMI4.0とのインタオペラビリティの観点から、レイヤについては踏襲する。
 Life Cycle & Value Stream軸については、Society 5.0の11システムのシステム間連
携協調の視座で社会経済システム軸（ドメイン）としてはどうか。

 Hierarchy Levels軸については、Industrie 4.0が製造業の階層であるのに対して、
Society 5.0はより広範囲であることから、影響を及ぼす範囲の視座で社会階層軸とし
てはどうか。

レイヤ※

社会階層(Hierarchy Levels)

社会経済システム
（ドメイン）

※インダストリー4.0 実現戦略 プラットフォーム・インダストリー4.0 調査報告（日本貿易振興機構）の表記に基づく
https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Reports/01/c982b4b54247ac1b/20150076.pdf

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 ４ を 基 に 構 成



Business：事業層

Functional：機能層
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（参考）事業層/機能層の例

園芸統合制御遠隔サービス

道路損傷情報
通知機能

気候/病虫害等情
報共有機能

地図情報
通知機能

異常検知・通知サービス

農機無人走行サービス

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 ４ を 基 に 構 成



CSTI本会議（H28.9.15）
「人工知能等の研究開発の効果的な推進」
資料より

（参考）AI等の基盤技術強化の方策について
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